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８
月
２
５
日(

日) 

神
幸
祭
を
斎
行
し
ま
し
た
。
今
夏
誕
生
し

た
本
社
神
輿
が
氏
子
地
域
を
巡
幸
す
る
大
切
な
神
事
と
な
り
ま

し
た
。
本
社
神
輿
渡
御
は
、
氏
地
地
域
を
護
る
氏
神
様
が
力
を

振
り
注
ぎ
厄
払
い
が
さ
れ
る
と
い
わ
れ
て
ま
す
。
本
社
神
輿
が

誕
生
し
た
こ
と
で
、
氏
子
地
域
全
体
の
無
病
息
災
繁
栄
を
見
守

り
続
け
て
戴
け
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

神
社
、
氏
子
に
と
っ
て
神
幸
祭
は
初
め
て
の
試
み
で
し
た
。

氏
子
青
年
会
が
中
心
と
な
り
「
神
幸
祭
委
員
会
」
を
発
足
し
て
、

今
春
よ
り
準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
わ
か
ら
な
い
こ
と
、
知

ら
な
い
こ
と
が
多
く
、
な
か
な
か
出
口
が
見
え
な
い
時
期
も
あ

り
ま
し
た
が
、
有
識
者
に
も
多
く
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
戴
き
、
ま

た
関
係
者
全
て
の
ご
協
力
も
賜
り
、
無
事
に
神
幸
祭
当
日
を
迎

え
る
事
が
で
き
、
斎
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

神
輿
行
列
は
江
戸
消
防
記
念
会
、
氏
子
総
代
、
宝
扇
会
、
お

囃
子
、
担
ぎ
手
で
構
成
し
、
総
勢
３
０
０
名
に
ご
参
加
戴
き
ま

し
た
。
近
隣
神
社
の
神
輿
の
会
に
も
助
務
と
し
て
ご
参
加
戴
き
、

見
事
に
神
輿
巡
幸
の
仕
切
り
を
し
て
戴
き
ま
し
た
。
巡
幸
ル
ー

ト
は
Ｊ
Ｒ
高
円
寺
駅
の
北
口
、
南
口
の
ロ
ー
タ
リ
ー
を
一
周
す

る
短
い
も
の
で
し
た
が
、
駅
前
と
い
う
こ
と
も
あ
り
多
く
の
通

行
人
に
も
本
社
神
輿
渡
御
を
披
露
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

車
道
を
使
用
し
た
こ
と
で
、
交
通
に
支
障
を
き
た
し
ま
し
た
が
、

警
察
官
や
警
備
員
の
尽
力
も
あ
り
大
き
な
混
乱
を
招
く
こ
と
な

く
事
故
も
な
く
巡
幸
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

高
円
寺
と
い
う
町
に
新
た
な
行
事
が
誕
生
し
た
歴
史
的
な
日

と
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
改
善
す
べ
き
点
は
き
ち
ん
と
改
善
し

て
、
次
回
の
神
幸
祭
を
迎
え
た
い
と
思
い
ま
す
。
何
よ
り
も
大

き
な
事
故
な
く
け
が
人
な
く
斎
行
で
き
た
こ
と
を
、
改
め
て
全

て
の
関
係
者
に
感
謝
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

高
円
寺
氷
川
神
社

令
和
元
年

神
幸
祭

２５０名の担ぎ手が神輿
周辺を固めました
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令和元年9月吉日 第162号 (令和元年9月号)

神幸祭の様子 ～１～
◆
担
ぎ
手
受
付
の
様
子

１
２
時
よ
り
本
社
神
輿
担
ぎ
手
の
受
付

を
開
始
し
ま
し
た
。
地
下
駐
車
場
を
利
用

し
、
前
日
か
ら
会
場
設
営
の
準
備
を
進
め

て
き
た
こ
と
も
あ
り
、
大
き
な
混
乱
な
く

受
付
対
応
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

受
付
は
氏
子
青
年
会
の
皆
様
が
担
っ
て

く
れ
ま
し
た
。
担
ぎ
手
の
皆
様
が
集
ま
る

に
つ
れ
て
受
付
所
は
熱
気
で
あ
ふ
れ
て
き

て
、
い
よ
い
よ
神
幸
祭
が
始
ま
る
の
だ
と

実
感
が
出
て
き
ま
し
た
。

受付を済ます
担ぎ手参加者

◆
神
幸
祭
直
前

神幸祭開祭式前に記念撮影
(白の半纏着用＝氏子総代・青の半纏着用＝担ぎ手・氏子青年会)
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令和元年9月吉日 第162 (令和元年9月号)

◆
開
祭
式

神
幸
祭
前
に
開
祭
式
を
行
い
ま
し
た
。

お
祓
い
、
参
加
者
に
よ
る
玉
串
拝
礼
を
終

え
た
後
、
宮
頭
の
上
野
徹
雄
さ
ん
の
一
本

締
め
を
合
図
に
い
よ
い
よ
本
社
神
輿
の
宮

出
し
と
な
り
ま
し
た
。
待
ち
に
待
っ
た
瞬

間
を
見
逃
す
ま
い
と
観
衆
の
視
線
は
本
社

神
輿
に
集
ま
り
ま
し
た
。

神幸祭の様子 ～２～

宮頭・上野徹雄さん 宮司玉串拝礼 修祓・お祓い

神幸祭委員長
由井営太郎さん

◆
宮
出
し

い
よ
い
よ
記
念
す
べ
き

令
和
元
年
高
円
寺
氷
川
神

社
神
幸
祭
の
宮
出
し
と
な

り
ま
し
た
。
ゆ
っ
く
り
と

丁
寧
に
本
社
神
輿
は
鳥
居

を
く
ぐ
り
、
高
円
寺
の
街

へ
巡
幸
を
開
始
し
ま
し
た
。

修祓・祓詞奏上 氏子総代責任役員
渡辺忠司さん

◆
神
輿
渡
御(

高
円
寺
駅
南
口)

行列先頭は氷川神社社旗江戸消防記念会による木遣り氏子総代の皆様

お囃子の皆様

御幣で神輿を先導します
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令和元年9月吉日 第162号 (令和元年9月号)

神幸祭の様子 ～３～
◆
神
輿
渡
御(

高
円
寺
駅
北
口)

宝扇会の皆様

◆
神
輿
渡
御(

高
円
寺
駅
南
口)

いよいよ宮入りまであと少しです



氷 川 神 社 社 報

５

5

令和元年9月吉日 第162号 (令和元年9月号)

高
円
寺
駅
の
北
口
と
南
口
を
一

周
し
て
、
い
よ
い
よ
宮
入
り
と
な

り
ま
し
た
。
こ
こ
で
盛
り
上
が
り

は
ピ
ー
ク
を
迎
え
ま
し
た
。
今
回

神
輿
巡
幸
の
仕
切
り
役
を
担
っ
て

く
れ
た
粋
紫
輦
の
皆
様
の
御
尽
力

も
あ
り
大
き
な
乱
れ
や
も
め
ご
と

も
な
く
宮
入
り
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

◆
宮
入
り

無事に神輿渡御を終えて宮入りへ

◆
御
霊
も
ど
し

渡
御
を
終
え
た
本
社
神
輿
か
ら
神
様
の

御
霊
を
本
殿
に
戻
す
大
切
な
神
事
で
す
。

氏
神
様
に
と
っ
て
も
初
め
て
氏
子
地
域
を

渡
御
で
き
た
こ
と
で
大
変
喜
ん
で
戴
け
た

と
思
い
ま
す
。

御
霊
を
戻
し
た

後
は
江
戸
消
防
記

念
会
に
よ
る
最
後

の
木
遣
り
、
神
幸

祭
委
員
長
の
由
井

営
太
郎
さ
ん
に
よ

る
三
本
締
め
で
神

幸
祭
を
締
め
ま
し

た
。

江戸消防記念会・氏子総代・宮頭と記念撮影
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令和元年9月吉日 第162号 (令和元年9月号)

◆
直
会

神
幸
祭
後
は
、
直
会
を
行
い
、
参
加

者
で
労
を
ね
ぎ
ら
い
ま
し
た
。
皆
様
の

お
陰
で
素
晴
ら
し
い
神
幸
祭
に
な
り
ま

し
た
。
本
当
に
有
難
う
御
座
い
ま
す
。神輿渡御の仕切り役を担ってくれた粋紫輦の皆様

巡
幸
を
終
え
た
神
輿
を
丁
寧
に

元
の
姿
に
戻
し
て
戴
き
ま
し
た

運営に協力して戴いた氏子青年会の皆様
本当に有難う御座います

直会会場の様子
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令和元年9月吉日 第162号 (令和元年9月号)

例
大
祭

８
月
２
５
日(

日)

に
例
大
祭
を
斎
行
し
ま
し
た
。
例
年
通
り
、
氏
子
総
代
を
は
じ
め
、
多
く

の
氏
子
崇
敬
者
、
ご
来
賓
の
方
々
に
ご
参
列
し
て
戴
き
、
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
令
和
元
年
と

い
う
節
目
の
年
の
例
大
祭
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
と
て
も
緊
張
感
の
あ
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

例
大
祭
当
日
は
午
前
十
時
よ
り
宮
司
以
下
、
祭
員
、
参
列
者
が
社
務
所
前
に
並
び
、
社
殿
ま

で
参
進
し
て
神
事
を
開
始
し
ま
し
た
。
ま
ず
修
祓
を
受
け
た
後
に
、
宮
司
一
拝
、
開
扉
、
献
饌

と
続
き
、
宮
司
に
よ
る
祝
詞
奏
上
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
宮
司
に
続
き
、
氏
子
総
代
責
任

役
員(
渡
辺
忠
司
様
、
村
田
光
紘
様
、
大
河
原
章
雄
様
、
大
河
原
和
雄
様)

を
は
じ
め
、
氏
子
総

代(

高
田
芳
作
様
、
杉
山
幸
一
様)

、
ま
た
ご
来
賓
の
皆
様
が
玉
串
奉
奠
を
さ
れ
拝
礼
戴
き
ま
し

た
。
こ
の
一
年
の
神
恩
感
謝
を
ご
奉
告
し
、
ま
た
次
の
一
年
が
安
寧
、
弥
栄
、
心
穏
や
か
に
過

ご
せ
る
よ
う
に
祈
念
し
ま
し
た
。

当
日
は
天
候
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
見
事
な
晴
天
と
な
り
、
無
事
に
執
り
行
う
こ
と
が
で

き
た
こ
と
に
対
し
て
関
係
者
す
べ
て
の
方
々
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
も
皆
様
の

お
力
を
お
借
り
し
つ
つ
一
つ
一
つ
前
に
進
ん
で
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
の
で
、
宜
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

参加者で記念撮影

責
任
役
員
の
渡
辺
忠
司
さ
ん
の
ご
挨
拶

助務神職の皆様参進前に手水

拝殿へと参進

～例大祭の様子～

令
和
元
年

参進前に渡辺忠司さんのご挨拶

例大祭の開始



氷 川 神 社 社 報

８

8

令和元年9月吉日 第162号 (令和元年9月号)

例
大
祭
奉
納
者
ご
芳
名

令
和
元
年

金
壱
拾
萬
円

㈱
ミ
リ
オ
ン
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
代
表
取
締
役
小
島
豊

氏
子
有
志
一
同

紺
谷
尚
昌

金
伍
萬
円

三
上
英
子

露
店
出
店
者
一
同

金
参
萬
円

村
田
光
紘

岩
堀
安
三

長
泉
寺
坂
井
常
宏

渡
辺
建
設
㈱
代
表
取
締
役
渡
辺
健
司

会
長
渡
辺
忠
司

大
河
原
章
雄

大
河
原
和
雄

金
弐
萬
円

村
田
光
一
郎

㈲
田
丸
屋
不
動
産

北
庚
申
文
化
会

氏
子
総
代

合
資
会
社
天
名
家

高
円
寺
ビ
ル
大
河
原
三
恵
子

㈱
ノ
グ
チ
不
動
産

佐
野
歯
科
医
院

金
壱
萬
円

三
村
建
設
㈱

㈲
柏
屋

高
松
建
設
㈱

中
村
司

㈱
サ
ニ
ー
フ
ー
ド

太
田
裕
子

大
東
京
信
用
組
合
高
円
寺
支
店

城
南
信
用
金
庫
高
円
寺
支
店

矢
嶋
功
作

㈱
き
ら
ぼ
し
銀
行
高
円
寺
支
店

㈲
佐
藤
商
事

榎
本
光
子

田
中
寿
美

高
円
寺
交
通
㈱

㈱
高
野
青
果

さ
ぬ
き
や

伊
藤
陶
器

㈲
石
吉

㈲
小
町
酒
店

奥
田
敬
三

蔵
王
薬
局

い
ろ
は
鮨

ミ
カ
ド
薬
局
高
橋
捷
泰

南
商
店
会

芦
野
隆
一

読
売
永
仮

ハ
タ
ノ
建
物
㈱

伊
藤
康
雄

松
浦
歯
科
医
院

浅
見
芳
蔵

加
助

高
山
康
雄

南
五
丁
目
町
会

南
中
央
町
会

南
氷
川
町
会

北
庚
申
文
化
会

北
中
央
自
治
会

北
二
丁
目
町
会

中
通
り
町
会

パ
ル
商
盛
会

緑
ヶ
丘
町
会

北
一
丁
目
町
会

田
島
悟

室
蘭
出
口
雄
彦

㈲
須
藤
葬
祭

金
伍
阡
円

木
下
規
子

島
田
和
菓
子
店

江
澤
忠
行

富
澤
義
夫

西
山
勝
暢

川
上
啓
一

㈲
鎌
田
工
業
所

ト
リ
ア
ノ
ン

Ｅ
Ｎ
Ｊ
不
動
産

奥
田
八
重
子

田
中
風
呂
製
作
所

信
玄
運
送

藤
巻
豊

立
正
佼
成
会
杉
並
教
会
高
円
寺
南
支
部

亀
屋
精
肉
店

藤
崎
明

岡
宗
幸
子

栗
山
食
事
研
究
所

山
川
板
金
工
業
所

食
事
処
む
ら
た

高
南
宝
扇
会

伊
藤
幸
信

西
尾
芳
秋

メ
ゾ
ン
ラ
ヴ
ィ
ー
ヌ
小
澤
よ
し
美

㈲
さ
わ
や
こ
お
ふ
ぃ
中
澤
恒
夫

梅
田
馨

鑓
田
康
江

㈱
マ
ル
ミ
印
刷

西
川
道
雄

か
め
や
寝
具
店
市
川
敬
喜

む
さ
し
や
大
須
賀
丈
夫

日
興
商
事
㈱

大
河
原
陶
器
店

藤
森
ハ
ル
エ

高
住
カ
ツ
子

フ
ル
ー
ツ
の
果
樹
源
當
間
賢
三

戸
張
久
子

子
供
食
堂
エ
ル
ガ
ー
ハ
ウ
ス

杉
並
キ
ッ
ク
ボ
ク
シ
ン
グ
ジ
ム
山
田
大
輔

㈱
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
阿
佐
ヶ
谷
支
店

㈲
し
ほ
ま
ね
き

杉
山
幸
一

雪
龍
會

峰
広
光
夫

松
ノ
木
若
睦

西
武
信
用
金
庫
阿
佐
ヶ
谷
支
店
支
店
長

八
睦

鳳
心
会

神
輪
会

高
濱
睦

㈱
装
飾
フ
ジ
シ
マ

小
林
毅

三
上
忠
彦

金
参
阡
円

今
枝
洋
子

㈲
金
門

岩
浪

田
代
修

梅
田
一
郎

金
壱
阡
円

坂
本
大
輔

清
酒

㈱
三
井
住
友
銀
行
高
円
寺
支
店

氏
子
有
志
一
同

立
正
佼
成
会
杉
並
教
会
高
円
寺
南
支
部

石
井
雅
代

武
田
周
吾

㈱
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
高
円
寺
支
店
阿
佐
ヶ
谷
支
店

宮
本
卯
之
助
商
店

湊
屋
酒
店

馬
橋
稲
荷
神
社
氏
子
青
年
会

鯛高
山
康
雄

日
月
旗
・
社
名
旗
・
矛
旗
・

真
榊
・
几
帳
な
ど
一
式

紺
谷
尚
昌

順
不
同
・
敬
称
略
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令和元年9月吉日 第162号 (令和元年9月号)

本社神輿 お披露目会

８
月
１
７
日(

土) 

高
円
寺

氷
川
神
社
本
社
神
輿
お
披
露
目

会
を
関
係
者
を
お
招
き
し
て
行

い
ま
し
た
。(

於
高
円
寺
氷
川

神
社)当

日
は
お
昼
に
本
社
神
輿
の

母
体
と
な
る
町
会
神
輿
を
奉
納

賜
り
ま
し
た
北
一
丁
目
町
会
の

神
酒
所
で
生
ま
れ
変
わ
っ
た
本

社
神
輿
の
お
披
露
目
会
を
行
い
、

そ
の
あ
と
氷
川
神
社
に
戻
っ
て

き
ま
し
た
。

お
披
露
目
会
当
日
は
こ
の
夏

一
番
の
暑
い
日
と
な
り
ま
し
た

が
、
１
０
０
名
を
超
え
る
方
々

に
お
越
し
戴
き
、
見
事
に
修
復

さ
れ
た
本
社
神
輿
を
観
て
戴
き

ま
し
た
。

受付を担当した氏子青年会

お披露目会の前に本社神輿を囲み参加者で記念撮影

開会のご挨拶をされる氏子総代
責任役員の村田光紘さん

お
披
露
目
会
の
日
は
こ
の
夏
一
番

の
暑
さ
と
な
り
ま
し
た
。
開
始
時
間

の
１
６
時
に
は
参
加
者
が
揃
い
、
ま

ず
は
全
員
で
本
社
神
輿
を
囲
み
記
念

撮
影
を
し
ま
し
た
。
そ
し
て
開
会
挨

拶(

責
任
役
員
・
村
田
光
紘
さ
ん)

、

来
賓
祝
辞(

田
中
良
杉
並
区
長)

、
御

礼
挨
拶(

責
任
役
員
・
渡
辺
忠
司
さ

ん)

と
続
き
、
本
社
神
輿
の
母
体
と

な
っ
た
町
会
神
輿
を
奉
納
戴
き
ま
し

た
北
一
丁
目
町
会
の
高
田
芳
作
会
長

よ
り
改
め
て
ご
挨
拶
を
戴
き
ま
し
た
。

挨
拶
終
了
後
は
、
神
幸
祭
委
員
長
の

由
井
営
太
郎
さ
ん
に
よ
る
乾
杯
の
ご

発
声
で
宴
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。
途

中
、
本
社
神
輿
の
修
復
を
し
て
戴
い

た
宮
本
卯
之
助
商
店(

浅
草)

の
相
馬

一
徳
さ
ん
か
ら
も
ご
挨
拶
も
戴
き
、

ご
来
賓
の
方
も
一
人
ず
つ
紹
介
さ
せ

て
戴
き
ま
し
た
。
最
後
は
、
本
社
神

輿
宮
頭
の
上
野
徹
雄
さ
ん
に
よ
る
三

本
締
め
、
大
河
原
章
雄
さ
ん(

責
任
役

員)

の
閉
会
の
挨
拶
を
も
っ
て
無
事
に

お
披
露
目
会
は
終
了
と
な
り
ま
し
た
。
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令和元年9月吉日 第162号 (令和元年9月号)

神輿の修復をして
戴いた宮本卯之助
商店(浅草)の相馬一
徳さん

お披露目会の様子

田
中
良
杉
並
区
長
に
祝
辞

を
頂
戴
し
ま
し
た

乾
杯
の
ご
挨
拶
を
さ
れ
る
氏
子
青

年
会
会
長
の
由
井
営
太
郎
さ
ん

本
社
神
輿
の
母
体
と
な
る
町
会
神
輿

を
奉
納
し
て
戴
い
た
北
一
丁
目
町
会

の
高
田
芳
作
会
長

御
礼
の
ご
挨
拶
を
さ
れ

る
氏
子
総
代
責
任
役
員

の
渡
辺
忠
司
さ
ん

三本締めをされる本社神輿宮頭
の上野徹雄さん

閉会のご挨拶をされる氏子総代
責任役員の大河原章雄さん

いつもながらの名司会を披露して戴いた城石豊さん(びっくり大道芸委員会委員長)
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令和元年9月吉日 第162号 (令和元年9月号)

司会の村中丈祐さん
(北一丁目町会副会長・氏子総代)

北
一
丁
目
神
酒
所
に
て
記
念
撮
影

南五丁目町会

本
社
神
輿
お
披
露
目
会

(

北
一
丁
目
町
会)

８
月
１
７
日(

土) 

高
円
寺
北
一
丁
目
町

会
の
皆
様
に
本
社
神
輿
を
お
披
露
目
し
ま
し

た
。(

於
高
円
寺
北
一
丁
目
町
会
神
酒
所)

本
社
神
輿
の
母
体
と
な
る
神
輿
は
北
一
丁

目
町
会
か
ら
奉
納
戴
き
ま
し
た
。
ま
さ
に
本

社
神
輿
が
実
家
に
最
後
の
挨
拶
を
済
ま
せ
た

か
の
よ
う
で
、
町
会
の
皆
様
は
感
無
量
の
様

子
で
し
た
。

今
回
大
き
な
決
断
を
し
て
戴
い
た
北
一
丁

目
町
会
の
高
田
会
長
以
下
、
全
て
の
皆
様

に
敬
意
と
感
謝
を
示
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
は
こ
の
大
切
な
神
輿
を
本
社
神
輿
と
し

て
し
っ
か
り
管
理
し
て
い
き
ま
す
。

玉串拝礼を行う高田芳作さん
(北一丁目町会会長・氏子総代)

本社神輿お披露目会(氏子地域９町会)

８
月
２
４
日(

土) 

高
円
寺
氷
川
神
社
氏
子

地
域
の
９
町
会
の
神
酒
所
を
廻
り
、
本
社
神

輿
の
お
披
露
目
会
を
し
ま
し
た
。

例
年
、
例
大
祭
前
日
に
は
９
町
会
の
神
酒

所
を
廻
り
、
神
酒
所
祓
い
を
し
て
ま
す
が
、

今
年
は
本
社
神
輿
の
お
披
露
目
も
同
時
に
行

い
ま
し
た
。
各
町
会
神
酒
所
に
は
多
く
の
皆

様
に
お
越
し
戴
き
ま
し
た
。
こ
の
お
披
露
目

会
の
為
に
例
年
の
神
酒
所
祓
い
の
時
間
を
変

更
、
調
整
戴
く
な
ど
各
町
会
の
皆
様
に
は
本

当
に
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
。
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
た
点
も
あ
り
ま
し
た
が
、
無
事
に
最

初
で
最
後
の
お
披
露
目
会
を
開
催
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

お披露目会時間割

０９：００ 南五丁目町会
０９：４５ 南中央町会
１０：３０ 氷川町会
１１：１５ 北庚申文化会
１２：００ 北中央自治会
１２：４５ 北二丁目町会
１３：３０ 中通り町会
１４：００ パル商盛会
１５：００ 緑ヶ丘町会

南中央町会

南氷川町会

神酒所祓いの神事
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令和元年9月吉日 第162号 (令和元年9月号)

パ
ル
商
盛
会

緑
ヶ
丘
町
会

北
二
丁
目
町
会

中
通
り
町
会

北
中
央
自
治
会

北
庚
申
文
化
会

本
社
神
輿
御
霊
入
れ

８
月
２
３
日(

金) 

本
社
神
輿
御
霊
入
れ
の
神
事
を
斎

行
し
ま
し
た
。(

於
高
円
寺
氷
川
神
社)

神
幸
祭
を
前
に
神
様
の
御
霊
を
本
殿
か
ら
本
社
神
輿

に
移
す
と
い
う
大
切
な
神
事
と
な
り
ま
し
た
。
夜
間
で

消
灯
し
つ
つ
の
神
事
は
と
て
も
厳
か
な
雰
囲
気
と
な
り

ま
し
た
。
当
神
社
に
と
っ
て
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
初

め
て
神
事
で
し
た
が
、
関
係
者
の
ご
協
力
も
あ
り
無
事

に
斎
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

初
め
て
経
験
す
る
神
事
で
し
た
が
、

皆
様
の
ご
協
力
も
あ
り
、
無
事
に

斎
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
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令和元年9月吉日 第162号 (令和元年9月号)

NPO法人 東京高円寺阿波おどり振興協会

第63回東京高円寺阿波おどり

安
全
祈
願
祭
・
晴
天
祈
願
祭

８
月
１
１
日(

月)

、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
東
京
高
円
寺
阿

波
お
ど
り
振
興
協
会
が
安
全
祈
願
祭
と
晴
天
祈
願
の

為
に
御
来
臨
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
３
２
年(

１
９
５
７
年)

に
、
高
円
寺
の
街
の

賑
わ
い
を
求
め
て
一
つ
の
商
店
街
で
始
ま
っ
た
高
円

寺
阿
波
お
ど
り
。
本
行
事
は
隣
接
す
る
商
店
街
か
ら

周
辺
町
会
、
自
治
会
に
も
拡
大
し
、
こ
の
街
に
育
ま

れ
な
が
ら
、
現
在
で
は
１
万
人
が
踊
り
手
と
し
て
参

加
し
、
１
０
０
万
人
の
来
場
者
の
歓
声
が
響
く
、
東

京
の
夏
を
代
表
す
る
風
物
詩
と
言
わ
れ
る
ま
で
に
成

長
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
高
円
寺
氷
川
神
社
へ
の
奉

納
踊
り
が
原
点
で
も
あ
り
ま
し
た
。

毎
年
阿
波
お
ど
り
開
催
時
期
の
前
に
は
、
当
神
社

で
安
全
祈
願
祭
を
斎
行
さ
せ
て
戴
い
て
ま
す
が
、
今

年
は
安
全
祈
願
祭
に
加
え
て
、
当
日
が
好
天
に
恵
ま

れ
ま
す
よ
う
に
気
象
神
社
で
の
「
晴
天
祈
願
」
の
祭

事
も
斎
行
さ
せ
て
戴
き
ま
し
た
。

当
日
は
晴
天
の
下
、
久
保
田
理
事
長
以
下
多
く
の

関
係
者
に
御
参
列
戴
き
、
無
事
に
安
全
祈
願
祭
、
晴

天
祈
願
祭
を
執
り
収
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

阿
波
お
ど
り
当
日
は
見
事
に
晴
天
と
な
り
、
そ
し

て
猛
暑
に
も
な
ら
ず
絶
好
の
環
境
と
な
っ
た
よ
う

で
す
。
賑
や
か
な
盛
会
と
な
っ
た
こ
と
、
そ
し
て

多
く
の
来
場
者
が
訪
れ
た
こ
と
、
踊
る
方
、
会
場

設
営
に
関
係
す
る
方
、
運
営
さ
れ
る
方
、
全
て
の

方
が
楽
し
い
夏
の
夜
を
楽
し
め
た
こ
と
と
思
い
ま

す
。
ま
た
来
年
も
皆
様
に
お
会
い
で
き
る
こ
と
を

楽
し
み
に
し
て
ま
す
。

東京高円寺阿波踊り関係者の皆様

氷
川
神
社
奉
納
お
ど
り

８
月
２
３
日(

金)

高
円
寺
の
花
菱
連
、
志
留
波
阿
連
の
皆
様

が
奉
納
踊
り
に
お
越
し
に
な
り
ま
し
た
。
毎
年
大
会
本
番
前

に
氷
川
神
社
境
内
で
祈
祷
を
し
て
、
そ
の
後
奉
納
踊
り
を
披

露
し
て
戴
い
て
お
り
ま
す
。
直
前
ま
で
降
っ
て
い
た
雨
が
も

あ
が
り
、
無
事
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

阿波踊り当日の様子
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★

こ
う
え
ん
じ
ん

★

～
第
二
十
一
話
～

氷
川
神
社
の
運
営
に
日
頃
か
ら
ご
協
力
戴

い
て
い
る
方
々
に
そ
れ
ぞ
れ
の
想
い
を
自
由

に
語
っ
て
戴
き
ま
す
。

題
名
の
「
★
こ
う
え
ん
じ
ん
★
」
は
「
こ

う
え
ん
じ(

高
円
寺)

」
と
「
じ
ん(

人)

」
を

組
み
合
わ
せ
た
言
葉(

題
名)

で
す
。

第
二
十
一
話
は
打
合
せ
氷
川
神
社
氏
子
総

代
を
務
め
て
戴
い
て
い
る
ミ
カ
ド
薬
局
の
高

橋
捷
泰
さ
ん
で
す
。

「
高
円
寺
・
氷
川
神
社
・
落
語
」

高
橋

捷
泰

た
か
は
し

と
し
や
す

ク
ス
リ
屋
の
高
橋
で
す
。
高
円
寺
で
生
ま
れ
、

高
円
寺
で
育
ち
、
杉
並
第
四
小
学
校
、
高
円
寺

中
学
校
を
出
て
、
薬
剤
師
の
資
格
を
取
っ
て
か

ら
昭
和
４
５
年
に
現
在
の
高
円
寺
駅
北
口
の
ミ

カ
ド
薬
局
を
開
業
し
ま
し
た
。
当
時
の
高
円
寺

銀
座
商
店
街(

今
の
純
情
商
店
街)

は
殆
ど
が
地

元
の
お
店
で
パ
ン
屋
、
金
物
屋
、
本
屋
、
乾
物

屋
、
ガ
ラ
ス
屋
な
ど
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
が
個
性

あ
ふ
れ
る
商
店
街
で
し
た
。

高
橋
家
の
生
い
立
ち
は
両
親
が
昭
和
１
５
年

に
高
円
寺
駅
北
口
の
銀
座
商
店
街
に
厚
生
堂
薬

局
を
開
業
し
た
の
が
始
ま
り
で
す(

現
在
の
ミ
カ

ド
薬
局
東
店
の
場
所)

。
父
の
姉
が
中
通
り
の
宇

賀
神
酒
屋
だ
っ
た
事
も
高
円
寺
に
来
た
縁
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
家
族
は
子
供
４
人
、
２
人
の
祖

氏名 ： 高橋捷泰 (タカハシトシヤス)
生年月 ： 昭和１８年２月８日
出身地 ： 杉並区高円寺
血液型 ： Ｏ型
趣味 ： カラオケ、テニス、落語鑑賞
特技 ： 古典落語(以前の話)
座右の銘： 仲良きことは美しき哉
高円寺お薦めスポット

： 新緑の氷川神社、Yummy
(ユミー＝カフェ)

一言 ： 幸せは先ず健康から

自己紹介

母
と
店
の
従
業
員
、
総
勢
１
４

～
１
５
人
の
大
所
帯
で
し
た
。

父
は
リ
ヤ
カ
ー
で
神
田
ま
で
薬

を
仕
入
れ
に
行
っ
て
い
た
と
の

こ
と
で
す
。

元
々
神
道
だ
っ
た
父
は
先
代

宮
司
さ
ん
と
親
し
く
、
総
代
も

務
め
て
い
ま
し
た
。
私
も
昭
和

４
３
年
の
氏
子
青
年
会
創
設
時

に
若
干
２
５
歳
で
加
わ
り
、
以

来
５
０
余
年
に
亘
り
、
神
社
と

は
親
し
く
さ
せ
て
戴
い
て
お
り

ま
す
。(

ひ
か
わ
６
月
号
の
写
真

に
父
も
私
も
懐
か
し
く
写
っ
て

ま
す
の
で
探
し
て
下
さ
い

笑)

薬
局
の
傍
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
地
元
、
杉
四
、
高
中
の
学
校

薬
剤
師
を
４
０
年
、
杉
四
の
同

１４

14
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落語を演じる高橋さん

窓
会
役
員
、
町
の
自
治
会
、
銀
座

商
店
街
の
役
員
及
び
民
生
委
員
を

担
わ
さ
せ
て
戴
き
、
有
難
い
こ
と

に
、
文
部
科
学
大
臣
賞
も
戴
き
ま

し
た
。

ま
た
趣
味
の
落
語
の
芸
名
を

「
高
円
寺
亭
び
た
み
ん
」
と
し
、

落
語
会
を
高
円
寺
で
２
０
年
開
催

し
、
落
語
と
高
円
寺
を
結
び
付
け
、

演
芸
祭
り
の
礎
と
な
っ
た
と
い
わ

れ
て
恐
縮
し
て
ま
す
。

北
中
央
自
治
会

高
円
寺
氷
川
神
社
氏
子
総
代

現
在
、
駅
前
の
ミ
カ
ド
薬
局
店
舗

は
５
０
年
を
迎
え
、
建
て
替
え
中
で
、

先
日
は
地
鎮
祭
で
宮
司
に
お
越
し
戴

き
ま
し
た
。
現
在
、
正
面
は
テ
ン
ト

に
覆
わ
れ
、
皆
様
に
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
秋
に
再

開
予
定
で
す
の
で
、
今
後
と
も
宜
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

文部科学大臣表彰受賞祝賀会にて

ミ
カ
ド
薬
局
で
の
高
橋
さ
ん
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★

こ
う
え
ん
じ
ん

★

～
第
二
十
二
話
～

氷
川
神
社
の
運
営
に
日
頃
か
ら
ご
協
力
戴

い
て
い
る
方
々
に
そ
れ
ぞ
れ
の
想
い
を
自
由

に
語
っ
て
戴
き
ま
す
。

題
名
の
「
★
こ
う
え
ん
じ
ん
★
」
は
「
こ

う
え
ん
じ(

高
円
寺)

」
と
「
じ
ん(

人)

」
を

組
み
合
わ
せ
た
言
葉(

題
名)

で
す
。

第
二
十
二
話
は
杉
並
区
商
店
会
連
合
会
会

長
・
エ
ト
ア
ー
ル
通
り
商
店
会
会
長
を
務
め

て
い
る
内
藤
一
夫
さ
ん
で
す
。

「
昭
和
の
高
円
寺
商
店
街
と
共
に
」

内
藤
一
夫

な
い
と
う

か
ず
お

私
の
父
が
戦
後
復
員
し
て
間
も
な
く
当
時

売
り
出
さ
れ
た
長
屋
の
二
間
間
口
で
商
店
を

開
業
し
た
の
が
、
我
が
家
の
始
ま
り
で
、
私

の
生
ま
れ
た
昭
和
２
３
年
当
時
は
店
の
前
は

原
っ
ぱ
が
広
が
っ
て
い
て
商
店
街
も
組
織
を

さ
れ
て
い
な
い
所
で
し
た
。
昭
和
２
８
年
頃

に
今
の
西
友
が
あ
る
場
所
に
東
映
封
切
り
館

「
エ
ト
ア
ー
ル
劇
場
」
と
日
活
封
切
り
館

「
ム
ー
ビ
ー
山
小
屋
」
が
続
け
て
開
館
し
た

の
に
合
わ
せ
て
「
エ
ト
ア
ー
ル
通
り
商
店

会
」
が
組
織
さ
れ
ま
し
た
。
映
画
館
が
で
き

る
前
に
は
、
そ
の
場
所
に
は
氷
川
神
社
の
お

祭
り
の
神
酒
所
が
出
来
た
の
を
覚
え
て
ま
す
。

そ
の
頃
は
と
て
も
お
祭
り
が
楽
し
み
で
し
た
。

お
祭
り
が
始
ま
る
と
朝
早
く
か
ら
山
車
や
御

神
輿
の
場
所
取
り
に
行
っ
て
夕
方
ま
で
家
に

帰
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
夜
は
小
遣
い
を

氏名 ： 内藤一夫(ナイトウカズオ)
生年月日： 昭和２３年５月２１日
出身地 ： 杉並区高円寺
血液型 ： Ａ型
趣味 ： ゴルフ
特技 ： 継続力
座右の銘： 基本を大切に、変化への対応
高円寺お薦めスポット

： 長仙寺山門、座高円寺
一言 ： 高円寺を行きたい街住みたい街Ｎｏ１に！！

自己紹介

う
で
す
。
そ
の
後
、
地
元
の
人
の
強

い
要
望
も
あ
り
、
桃
園
川
の
暗
渠
化

が
で
き
、
水
害
は
な
く
な
り
ま
し
た
。

さ
て
、
家
業
の
酒
屋
を
手
伝
い
を

し
て
い
た
２
０
代
の
昭
和
４
７
年
ご

ろ
氷
川
神
社
の
祭
礼
に
併
せ
て
始

ま
っ
た
高
円
寺
阿
波
お
ど
り
も
年
々

盛
ん
に
な
っ
て
き
て
エ
ト
ア
ー
ル
通

り
商
店
会
と
緑
ヶ
丘
町
会
を
母
体
と

し
た
「
み
ど
り
連
」
が
結
成
さ
れ
て
、

私
も
商
店
会
の
会
長
さ
ん
か
ら
誘
わ

れ
て
連
に
参
加
を
し
て
、
阿
波
お
ど

り
の
楽
し
さ
を
青
春
時
代
に
経
験
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
事
が

私
が
高
円
寺
の
商
店
街
活
動
に
か
か

わ
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
思
っ
て

ま
す
。
昭
和
か
ら
平
成
と
高
円
寺
の

商
店
街
と
共
に
発
展
成
長
を
し
て
き

て
地
域
の
絆
の
文
化
と
な
っ
た
『
東

京
高
円
寺
阿
波
お
ど
り
』
を
新
し
い

令
和
時
代
の
こ
れ
か
ら
も
、
微
力
な

が
ら
町
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
支
え
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

杉
並
区
商
店
会
連
合
会
長

エ
ト
ア
ー
ル
通
り
商
店
会
会
長

昭和のエト
アール通り
と内藤さん
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～神社より～
今月は高橋さんと内藤さ

んを紹介させて戴きました。
お二人は昭和、平成の激動
の時代を高円寺にて生活し
てこられました。まさに高
円寺の歴史を体感し、文化
の醸成に御尽力された方だ
と再認識しました。これか
らも一人でも多く紹介して
いきたいのでご協力をお願
い申し上げます。

１５

令和元年9月吉日 第162号 (令和元年9月号)

も
ら
っ
て
氷
川
神
社
の
夜
店
に
出
か
け

ま
し
た
本
当
に
楽
し
い
思
い
出
で
す
。

さ
て
、
当
時
は
戦
後
の
日
本
の
経
済

成
長
と
共
に
日
本
映
画
隆
盛
の
時
代
で

映
画
館
の
集
客
力
は
商
店
街
の
発
展
に

大
変
貢
献
し
て
く
れ
ま
し
た
。
当
時
の

商
店
街
の
様
子
が
わ
か
る
地
図
を
見
る

と
多
く
の
飲
食
店(

寿
司
、
ラ
ー
メ
ン
、

食
堂
、
小
料
理
、
バ
ー
、
ス
ナ
ッ
ク
な

ど)

が
街
に
あ
ふ
れ
る
様
に
あ
り
、
繁

盛
し
て
ま
し
た
。
昭
和
３
０
年
代
、
映

画
館
と
共
に
発
展
し
て
き
た
商
店
街
に

も
大
き
な
困
難
も
あ
り
ま
し
た
。
桃
園

川
の
度
々
の
氾
濫
に
よ
る
水
害
に
よ
っ

て
店
も
自
宅
も
大
き
な
被
害
を
受
け
ま

し
た
。
私
は
ま
だ
子
供
で
し
た
の
で
、

大
人
の
苦
労
を
解
ら
な
い
で
半
分
面
白

が
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、

中
に
は
街
を
離
れ
て
い
く
方
も
い
た
よ

桃園川氾濫による水害

阿波おどり台湾公演にて(左端が内藤さん)

長仙寺
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ひ
か
わ
１
６
２
号
を
お
送
り
し

ま
し
た
。
残
暑
が
続
く
日
々
で

す
が
、
朝
晩
は
秋
の
気
配
も
感

じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
８
月
は
本
社
神
輿
関
連
の

行
事
が
目
白
押
し
で
し
た
が
、

無
事
の
乗
り
切
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
初
め
て
の
経
験
が
多

か
っ
た
で
す
が
、
氷
川
神
社
の

新
し
い
歴
史
が
刻
ま
れ
た
と
感

じ
て
ま
す
。
関
係
者
全
て
に
改

め
て
感
謝
と
敬
意
を
示
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

編
集
後
記

１６
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🌸

お
知
ら
せ

🌸

◆
本
社
神
輿
由
緒
板

令和元年9月吉日 第162号 (令和元年9月号)

普
段
行
き
届
か
な
い
と
こ
ろ
を
清
掃
し
て
戴
き
ま
し
た

今
夏
誕
生
し
た
本
社
神
輿
を
保

管
す
る
神
輿
蔵
付
近
に
由
緒
板
を

建
設
し
ま
し
た
。
北
一
丁
目
町
会

の
町
会
神
輿
を
奉
納
戴
い
た
こ
と
、

そ
の
神
輿
が
江
戸
三
大
神
輿
師
で

あ
っ
た
後
藤
直
光
謹
製
で
あ
る
こ

と
、
そ
し
て
今
回
修
復
し
て
戴
い

た
宮
本
卯
之
助
商
店(

浅
草)

の
こ

と
な
ど
を
記
載
し
た
も
の
で
す
。

～秋のフラメンコ in 高円寺氷川神社～

日時 １０月４日(金)

１８時～１９時
※雨天の場合は１０月５日(土)へ延期

場所 氷川神社神楽殿
入場料 無料
お問い合わせ
氷川神社☎０３－３３１４－４１４７

高南宝扇会による清掃植樹作業⑤
令和元年８月１８日(日)

８
月
１
８
日(

日)

に
高
南
宝
扇

会
と
境
内
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。

宝
扇
会
に
は
今
年
の
４
月
か
ら
毎

月
第
三
日
曜
日
に
清
掃
や
植
樹
を

し
て
戴
く
こ
と
に
な
っ
て
ま
す
。

今
年
度
５
回
目
の
今
回
は
神
社
境

内
の
落
ち
葉
の
収
集
と
雑
草
取
り

を
行
い
ま
し
た
。
幾
つ
か
の
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
境
内
各
所
を

清
掃
し
て
戴
き
ま
し
た
。
朝
か
ら

暑
く
な
り
ま
し
た
が
、
い
つ
も
の

よ
う
に
神
社
を
綺
麗
に
し
て
戴

き
ま
し
た
。
毎
月
本
当
に
感
謝

し
て
ま
す
。
今
後
と
も
宜
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

秋のフラメンコ in 高円寺氷川神社
(小松原庸子スペイン舞踊団)

小
松
原
庸
子
ス
ペ
イ
ン
舞
踊
団
は

小
路
を
挟
ん
で
氷
川
神
社
の
目
の
前

に
あ
り
ま
す
。
小
松
原
庸
子
さ
ん
は

ス
ペ
イ
ン
舞
踊
に
お
け
る
日
本
の
第

一
人
者
で
す
。
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
も

含
め
て
、
長
年
に
渡
り
お
世
話
に

な
っ
て
い
ま
す
。

以
前
は
境
内
神
楽
殿
で
フ
ラ
メ
ン

コ
を
披
露
し
て
戴
い
て
ま
し
た
が
、

今
般
久
し
ぶ
り
に
奉
納
フ
ラ
メ
ン
コ

を
し
て
戴
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

一
人
で
も
多
く
の
皆
様
に
お
越
し
戴

け
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
ま
す
。

８
月
に
開
催
さ
れ
た
「
真
夏
の
夜
の
フ
ラ
メ
ン
コ
」

(左)神輿蔵付近に建設さ
れた由緒板
(右)由緒版の内容
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